
災害に強い
社会インフラ整備と

安心して学べる拠点づくり
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国道219号をはじめとした道路・橋梁の創造的復興

仮橋設置（坂本橋・八代市）
R3.5.28 通行可

仮橋設置（鎌瀬橋・八代市）
R3.5.28 通行可

応急復旧（R219 坂本町荒瀬）
R3.5.28時点

仮橋設置（西瀬橋・人吉市）
R2.9.4 通行可

〇集落アクセスは、令和３年７月末までに１６６集落へのアクセス道路全てで仮復旧が完了。

〇国道２１９号は、国の権限代行により応急復旧工事を継続中。令和３年７月末には、大野
大橋から人吉方面の一般車両の通行が可能となった。

〇球磨川の流失した１０橋梁のうち、令和３年５月末までに鎌瀬橋など４橋の仮橋が完成。

国道219号

国　　道

県　　道

市町村道

流出橋梁

仮橋設置済

凡例

R3.4.1『八代復興事務所』設置
（九州地方整備局）

仮橋設置（相良橋・球磨村）
R3.5.21 通行可

国道２１９号人吉方面
一般車両通行可

◎

球
磨
村

役
場

復旧状況（R219 球磨村神瀬）
R3.8.2時点
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鉄道の復旧

令和２年11月1日
全線開通

 球磨川第１橋梁撤去（鎌瀬～瀬戸石間）

 第二球磨川橋梁撤去（那良口～渡間）

 JR九州が復旧費用の算定及び復旧方針を検討中

写真提供：JR九州

写真提供：肥薩おれんじ鉄道

 球磨川第４橋梁撤去

 部分運行再開
令和３年１１月２８日 『肥後西村～湯前駅間』部分運行再開

写真提供：くま川鉄道

部分運行再開区間（18.9km）

人
吉
温
泉

相
良
藩
願
成
寺

川

村

肥
後
西
村

一

武

木

上

お
か
ど
め
幸
福

あ
さ
ぎ
り

東

免

田

公
立
病
院
前

多

良

木

東

多

良

木

新

鶴

羽

湯

前

不通区間（5.9km)

肥薩おれんじ鉄道

ＪＲ肥薩線

くま川鉄道

 JR肥薩線（R2.9～現在）・くま川鉄道（R2.7～現在）に係る通学支援

 あさぎり駅
車両保安庫機能復旧 あさぎり駅～東免田駅間復旧

軌道内土砂流入 復旧後

撤去前

錦町
（肥後西村駅方面）

相良村
（川村駅方面）

球磨川
川辺川
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Ｉ Ｃ Ｔ 教 育の 推 進

○ ICT企業等（インテル、グーグル等）と意見
交換を開始。（R3.5～）
今後、具体的な提案等を受け、構想を策定。

〇「Google for Educationパートナー自治体プロ
グラム」に参画（R3.8）。教職員及び生徒向け
研修を実施予定（R3年度中）。

〇県立高校においてインテルと連携し、PBL研
修プログラムを実施予定（R3年度中）。

熊本県 ICT企業等×

球磨川流域
教育情報化基本構想

地域に根ざした
先進的な

ICT教育の実践

○ ＩＣＴ教育の推進 ○ くまもとＣＯＲＥハイスクールネットワーク事業

第一高校
小国高校
牛深高校

球磨中央高校
県立教育センター

参加する学校等

○遠隔授業のための機器を購入し、
遠隔授業の試行を実施。（R3.7～）
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○ マイスター・ハイスクール事業
第4次産業革命を担う職業人育成

マイスター
ハイスクール

ＣＥＯ

専門高校＝指定校：八代工業高校 産業界 ＝
一社）熊本県情報サービス産業協会

CEOによる
マネジメント

○マイスター・ハイスクールCEOを、7月1日から
八代工業高校に配置。

○企業の技術者による最先端のデジタル技術
に触れる授業の実施。(2学期～)

○工業関係高校10校をはじめ、農業関係高校7校、商業関係高校3校を整備。（R3年度中）
※八代工業高校、球磨工業高校、八代東高校、球磨中央高校、八代農業高校、南稜高校

○ 最先端産業教育設備の導入

◎導入設備の代表例
数値制御により金属
等の切削や穴あけな
どの加工が可能であ
り、金属加工技術を
学ぶ上で不可欠な装
置

3DCADにより設計
した3Dモデルを造形
するための装置

産業用ロボットの仕
組みや制御方法を学
習することができ、
プログラミングを含
めたメカトロニクス
技術を学ぶ上で必要
となる装置

マシニングセンタ ３Ｄプリンタ 産業用ロボット
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通信事業者と連携した通信網の多重化

通信ビル 通信ビル

八代市内 人吉市内

新たなルート（中継伝送路）を整備

既設ルート（中継伝送路）

既設ルート（中継伝送路）

官公庁

住宅

企業等

〇八代・人吉間の情報通信ネットワークの強靱化に向け、通信事業者
において、既設の２ルートに加え、新たに３ルート目の整備が進められ、
６月末に完了した。

○これにより、既設の２ルートが被災しても通信が確保されることとなる。

被災

被災
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地域の魅力の
向上と誇りの回復
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観光地人吉・球磨の復活

〇観光地人吉・球磨の復活に向けた観光需要喚起

○人吉球磨地域の観光地域としての創造的復興を目指し、
観光関連事業者、市町村等との「観光復興会議」を重ね、
『人吉球磨豪雨被災地観光復興戦略』を策定。

人吉球磨豪雨被災地観光復興戦略の策定（R3.3.31）

©緑川ゆき・白泉社／「夏目友人帳」製作委員会

まち灯り実証実験
観光復興への取組みの方向性

人気アニメ「夏目友人帳」との
コラボ動画の公開（R3.4.21）

○人吉球磨地域をモデル地
とするアニメ「夏目友人帳」と
コラボしたPR動画を公開。

○地元の皆様から「感動して
涙が出た」「この景色を取り
戻したい」等の声をいただき、
心の支援にもつながっている。

１ 豊かな自然を生かした球磨川ゆかりの
新たなツーリズムの創造

２ まち並みや地域の資源を生かした
宿泊を促す観光コンテンツの充実

３ 伝統や文化とIoTを融合させる
スマート観光の推進
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〇人吉温泉の復興状況

〇球泉洞の復興状況

〇球磨川くだり・ラフティングの復興状況

被災直後

被災直後

被災直後

現在

現在

〇文化財の復興状況

被災直後

現在

拝殿床下浸水
楼門１．８ｍ冠水

拝殿等の国宝建造物は
令和3年度中に修復完了

指定文化財等の
被災文化財数８３件

令和３年度末までに
６割弱の復旧見込み

青井阿蘇神社

主要宿泊施設３７軒のうち
２６軒が被災

令和３年１０月末時点で
全体の８１．８％が営業中

（６軒が復旧中）

令和3年中の再開に
向けて準備中
※食事処のみR3.5.1に再開

〔球磨川くだり〕
令和４年春の再開予定
※梅花の渡しのみ運航中

〔ラフティング〕
一部区間で営業再開
※R3.10月から球磨川ラフティング協会
初となる14社共通商品の販売を開始
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球磨焼酎の“トップ・オブ・ザ・ワールド戦略”

 球磨焼酎の復興状況

○イベント出展等による復旧・復興の情報発信○大学・企業とのコラボ、コンペティションの受賞状況等

希球ラベル
（球磨焼酎酒造組合）

Rebornラベル
(球磨焼酎蔵ツーリズム協議会)

人吉市(R3.3月)
ホームパーティー

熊本市(R2.10月)
熊本復興支援 未来へエール

球磨焼酎の出荷量は新型コロナウイルス感染症や
７月豪雨の影響により落ち込んでいたが、
創造的復興に向けた多面的な取組みにより、
前年度と同程度の出荷量を確保

【球磨焼酎出荷量】
R1年度：11,500kℓ ⇒ R2年度：11,200kℓ (約97％)

福岡（九電）
被災地物産マルシェ

福岡(博多大丸)
球磨焼酎フェア

大阪(阪急阪神ＨＤ)

【被災蔵元の状況】
（大和一酒造元）

被災後に製造した焼酎
の出荷再開 (R3.4月)

【復興統一ラベル】
（希球・Reborn）

売上の一部が被災蔵元
の支援に使われる。

被災直後

0

10000

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

【出荷量累計】

2019
2020

89％

94％

96％

97％(ｋℓ)

東京(銀座熊本館）

対前年比

◆東京ウイスキー＆スピリッツコン
ペティションにて、２蔵が最高金
賞を受賞（R3.5月)

◆熊本大学が特許庁主催の地域ブランド総
選挙で優秀発掘賞を受賞（R3.2月）

◆熊本大学が球磨焼酎をテーマにした集中講義を
開始（R3.5月～)

◆日比谷花壇とコラボし、球磨焼酎と桜の
盆栽のセット販売企画を実施（R3.2月）

◆サンフランシスコ・ワールド・
スピリッツ・コンペティション
にて、高橋酒造が最優秀金賞を
受賞（R3.5月)

「jin jin
GIN」

(高田酒造場)

「古代一壺」
（六調子酒造）

「The SG Shochu KOME」
（高橋酒造）
※ＳＧグループと共同開発

(こだいいっこ)

(ダブルゴールド)

Ｒ１

Ｒ２
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球磨川流域大学構想

最先端治水研究

地域課題の解決 “学び・交流”の場の創出

＜これまでの主な取組み＞

球磨川流域を１つのキャンパスと位置づけ、球磨川流域の魅力ある自然や恵みを生かした様々
な「学び」「研究」「交流」の場を創出することで、若者が“残り”“集まる”魅力あふれる地域の実現を目指す。

R3.11
・ 大学コンソーシアム熊本が学生、ゼミ・研究室・
サークルなどのグループを対象とした地域
課題解決のための政策アイデアコンテストを
開催

R3.4
・ 熊本県立大学「緑の流域治水研究室」設置
・ 緑の流域治水アドバイザー委嘱（県立大学：島谷特別教授）

R3.10
・ 地域における様々な地域課題解決を図る
「Kumaラボ」事業が始動。

R3.9
バーチャルキャンパスの開講
・ 熊本県立大学が、球磨川流域圏の文化、歴史、
環境をテーマにしたオンライン公開講座を開講

◆ 国内外の大学・企業や研究機関等による地域課題の解決に
向けた研究の実践

◆県立大学と連携した「緑の流域治水」の最先端研究の推進

R3.10
・ 科学技術振興機構（ＪＳＴ）が公募する「共創の場
形成支援プログラム」に、「流域治水を核とした復
興を起点とする持続社会」地域共創拠点が採択

R3.9
・ 尚絅大学で、人吉・球磨地域をフィールドとし
た課題探求プロジェクト演習科目を設定。

◆ 復旧・復興有識者会議委員と若者との交流
◆ バーチャルキャンパスの開講、サテライトオフィスの開設、
フィールドワークの実施
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